
「地域連携等による依存症早期発見・早期対応、継続支援モデル事業（大阪府委託事業）」

泉州スマイル・SBIRTS

アルコール依存症は、治療が困難な一方、適切な治療や支援を受け、断酒が継続されることで回復（従来の
日常生活を送ること等）が可能な精神疾患です。他方、依存症の特性として、本人は病気が進行しても自認
しにくく、自ら専門治療に結びつきにくい状況にあります。アルコール依存症の生涯経験者数は推計で５０
万人台～１００万人台であるのに対し、アルコール依存症の受診者数は約１０万人（外来）、約２万人（入
院）と乖離があるなど、多くの方が支援を必要としつつ、適切な支援につながっていない問題（治療ギャッ
プ）が指摘されています。本事業では、この治療ギャップを改善するために、泉州２次医療圏で一般医療機
関と専門医療機関、保健所等の関係機関、自助グループ等とのより良い連携づくりを目指しています。

～アルコール問題への早期介入・支援の輪を地域で広げよう！～

アルコール問題のある人への簡易介入研修
令和４年３月２４日（木）18:00～19:00　オンライン（ZOOM）

Screening  　アルコール問題をふるいわけ
Brief Intervention     短時間での簡易介入（減酒支援）

Referral to Treatment　  専門医療機関へ紹介
Self-help group　  自助グループにつなぐ

1. 泉州スマイル・SBIRTS 事業の説明 
2. 大阪府作成・アルコール問題への介入ツールの紹介 

3. 特別講演
関西医科大学総合医療センター 
消化器肝臓内科　准教授　山敷　宣代　先生 
        「内科外来で始めるSBIRTS」

参加申し込み：QRコードもしくは下記アドレスから
お申込みください。

お問い合わせ先：新生会病院医療福祉相談室　渡辺　　TEL: 0725-53-1222 
                   MAIL  shinseikai-soudanshitsu@mbr.nifty.com

＊ご参加していただいた方には、現場ですぐに活用できる
ワークブックを、後日ご希望の冊数分郵送いたします。

https://www.kokuchpro.com/event/9b04c5e67f1c4b1e8a7e886ee4f61e61/

厚労省モデル事業

＊この事業は新生会病院が大阪府から委託を受けて行なっています。


